
                                  2022年12月18日(日) 

令和４年度 全国科学館連携協議会 中四国ブロック会議 報告書 

                                                

徳島県立あすたむらんど子ども科学館 

科学館部 萩原 宙 

 

日時 2022年12月15日(木) 12:50～16:30 

会場 オンライン開催（テレビ会議アプリ「Zoom」を使用） 

参加者 連携協事務局 3名・加盟館 16名（8館）（合計 19名） 

目的 全国科学館連携協議会規約に基づき、加盟館の相互交流を深め、地域の特性を生かした事業

の情報および意見交換を行うことにより、中四国の科学普及向上に寄与することを目的とす

る。 

内容 〇開会 12:50～ 

幹事館挨拶 【徳島県立あすたむらんど子ども科学館 館長 南 栄治】 

   会長挨拶  【全国科学館連携協議会 会長 毛利 衛】 

 

〇議事 13:00～ 

報告 各館情報交換（入館者数の状況、特別展開催状況など） 

各館とも、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための対策を引き続き行いなが

ら運営を行っており、コロナ禍前の入館者数にまで回復している館や、対面イベン

トを新たに企画、開催している館もあった。 

 

【出雲科学館】 

今年度7月に開館20周年を迎え、企画展の規模を拡大した。6月から7月にはこれ

までの企画展を振り返るイベントを行った。10月に行われたヒトの五感を取り扱っ

た「感覚展」は過去に行ったものを拡充したリバイバル展示である。感染症対策を

兼ねて味覚の体験を断念し、パネル解説のみ展示した。触覚のコーナーでは消毒を

行うことで対応した。入館者数は、昨年度から今年度にかけてコロナ禍前に比べて

50～60％ほどで横ばいとなっている。 

 

【岡山県生涯学習センター 人と科学の未来館サイピア】 

  昨年度は感染症拡大に臨時休館を行っていたが、今年度は臨時休館日もなく入館

者数も例年並みに回復している。初めての試みとして、47都道府県にまつわる鉱物

や岩石を紹介する特別展「47 Stone Stories」を行い、関連事業として連続講座も

開催した。連続講座はオンラインと対面のハイブリッド形式で開催し、オンライン

参加者の料金徴収はイベントプラットフォーム「イベントレジスト」を活用した。

年間を通して参加率はほぼ100％となった。「（我が子に）生の科学者の声をきか

せたい」という保護者の参加もあり、参加者の年齢層も幼児から大人まで幅広かっ

た。 

 

【川口ダム自然エネルギーミュージアム】 

団体利用は減少したものの、県外からの一般来館者や出前授業の増加により、全

体として利用者は増加している。昨年度はフロアごとに行っていた入場制限を、今

年度は館内全域に広げたこともあり、入館者数も前年比113％となっている。11月

に行った「ひっつき虫迷路」では子どもを対象としていたが、大人の方にも好評で

あった。さらにInstagramを利用した「ダムフォトコンテスト」を昨年に引き続き

行っている。 

 



内容 【高知みらい科学館】 

  「声と点字の図書館」を併設していることもあり、触って楽しめる星空解説資料

を作成している。さらに外部の講師とユニバーサルデザインやアクセシビリティに

ついての協議を行うなど、インクルーシブ教育の一端を担っている。99人以下の小

規模プラネタリウムとしては、4年連続稼働率1位を達成した。 

 

【情報通信交流館e-とぴあ・かがわ】 

  2020年11月にコワーキングスペース「Setouchi i Base」を設置し、情報関連分

野の人材育成や交流の場を提供するだけでなく、ビジネスマッチング支援なども行

っている。若年層向けの講座では、Youtubeチャンネルで動画をアップすることで

予習復習につなげている。夏にはデジタル夏祭り2022」を開催。デジタルゲームコ

ミュニティと連携し、ARやVRで夏祭り気分を味わえるアプリを開発した。DXへの取

り組みとして「Google App Sheet」を活用して職員同士の情報共有の簡易化を図っ

ている。 

 

【鳥取市こども科学館】 

  来館者数は昨年度に比べ回復傾向にある。夏には「恐竜の楽園」という企画展を

開催したが、鳥取県立博物館が同様の企画展を開催していたためか、入館者が伸び

悩んだ。学校給食の調理体験イベントやデイサービス施設へのアウトリーチ活動な

ど地域貢献の面においても活動している。不登校支援施設では、初めはよそよそし

かった参加者が徐々に打ち解けてリピーターとして参加してくれることもあった。 

 

【防府市青少年科学館】 

  昨年度春には山口大学の収蔵資料を活用した鉱物展を、夏には防府市立図書館と

連携して児童書に出てくる昆虫などを紹介する企画展を行うなど、他施設との連携

を行っている。また、集客を目的とした企業のパッケージ企画を利用することや、

「ふゆめ（冬芽）展」を行うなどし、様々な分野の企画展を行っている。現在は防

府市文化振興財団と連携した企画展「見分けの達人」を行っている。入館者は昨年

度大きく落ち込んだものの、今年度は徐々に回復傾向を見せている。 

 

【徳島県立あすたむらんど子ども科学館】 

入館者数は例年に届かないものの増加傾向にある。GWには県内企業と連携した発

酵に関する企画展を行い、音や匂いなど五感で楽しむ資料を展示した。夏には、50

周年を迎える竹ケ島海中公園と連携し、サンゴの生態展示などを行った。女子中高

生の進路設計のためのイベントでは理系進路に興味のなかった参加者も「楽しかっ

た」と好評を得た。「あすたむらんど子ども会社」では子どもだけで企画から販売

までを経験してもらう企画も実施している。 

 

 

〇各館貸出可能コンテンツ 

【高知みらい科学館】 

コンテンツ名：モバイルミュージアム展示物 

 からくり機構や錯視、標本資料など小型の展示物がある。自作のものや市販のもの

を多数保管している。実際に図書館などに貸し出しを行った事例もある。 

 



 
内容 【防府市青少年科学館】 

コンテンツ名：これまで実施した企画展のパネルデータ 

 既存のパネルに加えて館独自に作成した巡回展のパネルデータを共有する。中四国

ブロック加盟館にパネルデータを貸し出した事例もある。 

 

【徳島県立あすたむらんど子ども科学館】 

コンテンツ名：オンライン講演会 

 オンライン講演会をあすたむらんど徳島子ども科学館主催で行う。他館での参加者

も募ることで講演会の開催を幅広く行うことができる。 

 

【岡山県生涯学習センター 人と科学の未来館サイピア】 

コンテンツ名：隕石 

 月や火星起源の隕石が５つ。熊本県のデパートに貸し出しを行った事例もある。そ

の他企画展で使用したパネルデータなども利用相談に応じる。 

 

 

協議① 中四国各科学館が連携した企画展示の効果的な運営方策 

 類似テーマを扱う館も多いため、各館が協力して同じテーマのもとに企画展を

作り上げたい。各館ごとに特色があるため内容によっては参加しにくい館もある。

そのため、テーマについて意見交換を行う場を設けるところから検討していく。 

 

協議② 科学館の特性を生かした学校との効果的な連携事例の紹介 

 

【情報通信交流館e-とぴあ・かがわ】 

 ITマスターと連携し、地域の小学校へ講習や実技指導を行っている。 

 

【川口ダム自然エネルギーミュージアム】 

 将来的に学校の授業で使えるe-bookの作製を行っている。 

 

【出雲科学館】 

 館内で小中学校の理科の授業を年間13単元分行っている。 

 

【高知みらい科学館】 

 プラネタリウムで盲学校向けの教材を作製している。 
 

協議③ ＳＤＧｓ取り組みの情報交換 

 

【防府市青少年科学館】 

 海洋ゴミに関する展示を行った。 

 

【さいぴあ】 

 県内でSDGｓに取り組んでいる団体や個人を紹介。 

 

【情報通信交流館e-とぴあ・かがわ】 

 香川県版SDGｓを考えるワークショップを行った。 

 

【徳島県立あすたむらんど子ども科学館】 

 企画展でSDGｓの目標を記載。廃棄資材を用いた工作なども行った。さらにま

ずは地域での課題について考えてもらえるようなポスターを作製した。 

 

〇諸連絡・閉会 



記録写真 

 

 


